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と 言って 呼んだ。 胡 はしかた なしに 出て きた。 主人 

は、 

「僕 は 先生に 礼 を 失して いないのに、 なぜ 僕の 家を攻 

撃し ます」 

と 言った。 狐 兵が 弓 を 張って 主人 を 射ようと した。 

胡 は それ を 止めた。 主人 は 近くに 往 つて その 手 を 握つ 

た。 そして 胡の いた 斎へ 伴れ てきて、 酒 を 飲みながら 

しょ ラょラ 

話した。 その 時 主人 は 従容と して 言った。 

「先生 は 達人 だ か ら、 了解し てくだ さる だろうと 思 い 

ますが、 私 は 先生と 家の 児の 結婚 は 好みません、 それ 



「僕に 年の ゆかない 妹が あります、 公子より 一 つ 年下 

です、 ひどく 馬鹿で もありません から、 さしあげたい 

と 思います が、 如何で しょうか」 

主人 は 起って 拝礼した。 胡 も 答礼した。 そこで 新た 

に 杯 を 交換して 歓び、 前の 仲違い は 忘れて しまった。 

そして 主人 は 酒肴 をなら ベ て 胡の 従者 一 同 をね ぎろう 

た。 主人 は それから 胡の 住居 を 訊いて 結納 をお くろう 

としたが 胡が 辞退した。 そして 胡 は 夜に なって 酔って 

ョ W つて 往 つた。 

それから 狐の 害 もな くな つ て 富豪の 家 も 安心した。 

そして 一年 あまりにな つたが、 胡 はこなかった。 ある 



しゅうと きりょ-つ 

新婦 は 舅姑に 逢った。 その 新婦の 容色が きれ はなれ 

て 美しかった ので、 主人 は 喜んだ。 胡 は 一人の 弟と 妹 

を 送って きていた が、 二人とも 話す ことが 風雅で、 そ 

れで また 二人とも よく 飲んだ。 そして、 夜明けに なつ 

て 帰つ て往 つた。 

新婦 は 豊年と 凶年 を 知っていた。 生活 上の こと は 新 

婦の 言葉に 従って やった。 胡の 兄弟 及び 母親 は、 時 ど 

き 女に 遇いに きたので 村の 人 は 皆 それ を 見た。 
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